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第26回    文・仁木 亨

「BIO みずくさの森ができるまで」

例えば、森の小道を歩いていて、それほど樹齢もなさそうなスダジイの倒木を見つ

けたとします。幹には苔はなく地衣類のみが展開しており、特にうねりひねりもなく

ほぼまっすぐです。そんな何の変哲もない倒木でも、根の半分が露出した部分には

魅かれるものがあります。これから、この倒木の周りにはどんな生命が展開していく

でしょうか……。水を含みやすく柔らかくなった肌にはやがて苔が生えてきます。

森の中でランドマークになる倒木は、アカネズミやカケスがドングリを隠しにくる

場所になり、忘れられたものは芽吹き、また新たなドラマをつくりだすでしょう。

ここまでは例え話ですが、今回は流木を選びながら、そんなシーンを想像してつくり

ました。皆さんはレイアウトするとき、どんなシーンを思い浮かべますか？

今回は植物組織培養のプロセスと植物体の無菌化について紹介しました。上質な水草やジャングルプランツ
を皆様にお届けできるよう、私たちADAの技術者は実験を繰り返しています。ぜひ、ご活用ください。

物組織培養は自生している植物体よりさまざまな

部位を無菌的に切除し、無菌条件下にて培養・増殖

させる技術であり、効率的な苗生産手法の一つです。図に

示したように、植物体の増殖は、培地に接種した外植片

から小植物体を分化させるものと、カルスを誘導し小植

物体を再分化させる2つの方法で行われます。陸上植物など

の場合、培養によって増殖させた小植物体を培養容器外

の環境に慣れさせつつ移植（順化）し定植用苗として育成・

販売しますが、水草の場合は定植先が水中であるため

この作業が不要となり、培養苗のまま販売することが可能

になっています。この点は、水草の植物組織培養の大きな

利点の一つであると言えるでしょう。次に無菌化の重要性

について解説します。培養中におけるカビやバクテリアの

発生は、植物体の生長に影響を与えるため、これらを薬剤

処理などにより抑え込む必要があります。薬剤の選択や

濃度、処理時間などは、植物の形態や種に応じて細かく

設定します。塊茎や塊根などの貯蔵器官を有する植物種

においては内生的な汚染を取り除くことが困難となる場合

が多いため、抗菌剤などによる汚染の抑制を行うこともあ

ります。また、目的の植物の種子が手に入る場合は、種子

表面を薬剤処理することにより無菌的に実生を得ること

が可能であり、外植片の無菌化作業と比較して容易に

無菌個体を手に入れることができます。無菌化の後、最適

な増殖条件の検討・試験を行うため、植物組織培養による

植物体増殖の研究開発には多くの時間を要するとともに、

技術者の知識と技術力が重要であると言えるのです。
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DATA
ネオグラス エア  W20×D20×H20（cm）
ネオグラス エア  専用ガラスフタ 20×20（cm）
ジャングルソイル
ジャングルベース

［植物］
BIO ニューラージ・パールグラス 
BIO ウォーターローン
BIO ピグミー・マッシュルーム
BIO ラゲナンドラ・ケラレンシス
BIO クリプトコリネ・ルーケンス

BIO ベトナムゴマノハグサ 
BIO ハイグロフィラ・ピンナティフィダ
エピデンドラム・ポーパックス（ジャングルプランツ）
セラトスティリス・フィリピネンシス（ジャングルプランツ）
クリスマスモス（佗び草マット）流木に巻きつけ

制作／岩堀 康太
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アクアリウムへ

今回はBIO みずくさの森の研究開発における、植物組織培養のプロセスと植物材料の「無菌化」に
ついてお話したいと思います。

分化

※カルス : 未分化の細胞塊
無菌化に成功した水草の一部。今後、
増殖条件を検討して量産を目指す。
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